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た

か

が

文

庫

さ

れ

ど

文

庫

―

織

田

作

之

助

の

文

庫

本

宮

川

康

〈

掲

載

「

樹

林

」

第

号

昭

和

年

月

日

葦

〉

278

63

11

30

書

房

発

行

、

―

―

今

日

の

純

文

学

の

敵

は

通

俗

文

学

で

は

な

い

。

、

「

」

岩

波

文

庫

だ

こ

れ

は

小

林

秀

雄

が

私

小

説

論

に

、

川

端

康

成

の

言

葉

と

し

て

紹

介

し

て

い

る

も

の

で

あ

る

小

林

の

文

脈

で

言

え

ば

こ

の

場

合

の

岩

。

、

「

波

文

庫

」

と

は

、

即

ち

外

国

文

学

、

特

に

西

洋

近

代

小

説

を

指

し

て

い

る

の

だ

が

、

読

み

よ

う

に

よ

っ

て

は

、

こ

の

言

葉

は

、

文

庫

の

存

在

が

文

学

の

大

衆

化

に

お

い

て

強

い

力

を

持

っ

て

い

る

こ

と

を

端

的

に

示
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し

た

も

の

と

も

言

え

る

だ

ろ

う

。

よ

り

多

く

の

人

に

読

ま

れ

る

こ

と

、

ど

ん

な

作

家

に

と

っ

て

も

、

本

音

を

明

か

せ

ば

、

こ

れ

に

勝

る

栄

誉

は

な

い

は

ず

で

あ

る

。

無

論

、

一

人

の

作

家

の

、

純

粋

に

文

学

的

な

価、

値

を

問

う

と

い

う

意

味

あ

い

で

の

評

価

に

お

い

て

は

彼

が

い

か

に

大

衆

的

、

つ

ま

り

世

間

的

に

受

け

入

れ

ら

れ

て

い

る

か

、

な

ど

と

い

う

こ

と

は

ま

っ

た

く

問

題

に

す

る

必

要

は

な

い

。

む

し

ろ

、

世

間

的

に

人

気

の

あ

る

作

家

の

書

く

も

の

な

ど

に

碌

な

も

の

は

な

い

と

い

う

の

が

、

そ

の

よ

う

な

評

価

の

仕

方

を

す

る

際

の

暗

黙

の

了

解

と

な

っ

て

い

る

偏

見

だ

ろ

う

。

し

か

し

、

既

に

文

学

活

動

を

終

え

た

作

家

の

作

品

が

、

年

月

を

経

て

、

時

代

時

代

に

ど

れ

だ

け

の

数

の

読

者

を

獲

得

し

た

か

、

つ

ま

り

ど

れ

ほ

ど

世

間

的

に

受

容

さ

れ

た

か

を

知

ろ

う

と

す

れ

ば

、

そ

れ

を

如

実

に

示

す

バ

ロ

メ

ー

タ

ー

の

役

割

を

果

た

し

て

く

れ

る

も

の

の

う

ち

に

、

そ

の

作

家

の

作

品

の

文

庫

本

刊

行

点

数

と

そ

の

売

れ

具

合

を

あ

げ

て

み

て

も

よ

い

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

新

潮

文

庫

で

現

在

最

も

売

れ

て

い

る

、

そ

し

て

お
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そ

ら

く

最

も

多

く

読

ま

れ

て

い

る

の

が

、

太

宰

治

の

『

人

間

失

格

』

で

あ

る

と

い

う

こ

と

だ

。

太

宰

治

の、

作

品

の

文

庫

本

刊

行

点

数

を

調

べ

た

こ

と

は

な

い

が

太

宰

の

ほ

と

ん

ど

の

作

品

が

新

潮

文

庫

と

し

て

出

さ

れ

て

い

る

と

思

う

し

、

岩

波

、

角

川

、

講

談

社

、

旺

文

社

の

各

文

庫

に

も

数

点

ず

つ

収

め

ら

れ

て

い

た

と

い

う

記

憶

が

あ

る

。

こ

の

八

月

か

ら

は

ち

く

ま

文

庫

で

『

太

宰

治

全

集

』

全

十

巻

の

刊

行

が

始

ま

っ

た

。

こ

う

見

る

と

、

太

宰

の

今

日

の

世

間

一

般

に

対

す

る

浸

透

度

に

は

恐

る

べ

き

も

の

が

あ

る

と

言

っ

て

よ

さ

そ

う

だ

。

今

年

は

太

宰

の

没

後

四

十

年

目

に

あ

た

る

、

。

が

彼

の

文

学

は

ま

だ

ま

だ

古

び

て

い

な

い

ら

し

い

「

」

こ

の

点

に

つ

い

て

太

宰

治

と

同

じ

く

新

戯

作

派

と

か

「

無

頼

派

」

と

か

呼

ば

れ

て

い

る

、

わ

が

大

阪

の

作

家

織

田

作

之

助

は

ど

う

か

と

言

え

ば

、

太

宰

と

は

お

よ

そ

事

情

が

違

っ

て

い

る

。

最

近

ま

で

版

を

重

ね

て

い

た

織

田

作

之

助

の

文

庫

本

は

、

唯

一

新

潮

文

庫

の

『

夫

婦

善

哉

』

だ

け

で

あ

っ

た

収

録

作

品

は

夫

婦

善

哉

木

の

都

六

。

、
「

」
「

」
「

白

金

星

「

ア

ド

・

バ

ル

ー

ン

「

世

相

「

競

馬

。

」

」

」

」
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解

説

は

初

版(

昭

和

二

十

五

年

一

月

二

十

五

日

発

行)

、

が

青

野

季

吉

改

版(

昭

和

四

十

九

年

三

月

十

日

発

行)

、

が

青

山

光

二

。

し

か

し

、

こ

の

文

庫

本

は

、

お

そ

ら

く

は

昭

和

五

十

年

代

の

終

わ

り

ご

ろ

に

品

切

れ

に

な

り

、

そ

こ

で

重

版

を

中

止

し

た

ら

し

い

。

新

潮

文

庫

の

今

年

の

目

録

に

は

織

田

作

之

助

の

名

前

す

ら

出

て

い

な

い

。

つ

ま

り

、

絶

版

に

な

っ

た

の

だ

。

新

潮

文

庫

の

『

夫

婦

善

哉

』

が

絶

版

に

な

る

以

前

に

絶

版

に

な

っ

た

文

庫

本

で

最

も

新

し

い

も

の

は

旺

文

社

文

庫

の

『

青

春

の

逆

説

』

と

『

猿

飛

佐

助

他

九

編

』

の

ニ

点

だ

ろ

う

『

青

春

の

逆

説

』

は

表

題

作

。

。

「

」

、

の

み

収

録

た

だ

し

長

編

小

説

青

春

の

逆

説

は

昭

和

十

六

年

の

二

月

と

七

月

に

、

そ

れ

ぞ

れ

万

里

闇

か

ら

書

き

下

ろ

し

の

単

行

本

と

し

て

発

表

さ

れ

た

連

作

『

二

十

歳

』

と

『

青

春

の

逆

説

』

を

、

昭

和

二

十

一

年

六

月

に

織

田

自

ら

改

稿

し

て

一

本

の

長

編

に

ま

と

め

、

三

島

書

房

か

ら

三

島

文

庫

の

一

冊

と

し

て

刊

行

し

た

も

の

で

あ

る

。

解

説

は

、

諸

田

和

治

、

編

集

部

編

の

年

譜

が

付

さ

れ

て

い

る

。

初

版

発

行

は

昭

和

五

十

二

年

十

一

月

十

日

『

猿

飛

佐

肋

他

九

編

』

の

。
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、
「

」
「

」
「

」
「

」

収

録

作

品

は

動

物

集

蛍

見

世

物

漂

流

「

社

楽

「

狼

飛

佐

助

「

ニ

コ

狆

先

生

「

十

五

夜

」

」

」

物

語

素

顔

聴

雨

解

説

は

小

坂

部

元

秀

青

」
「

」
「

」
。

。
『

春

の

逆

説

』

に

付

さ

れ

た

も

の

と

同

じ

年

譜

が

収

録

さ

れ

て

い

る

。

初

版

発

行

は

昭

和

五

十

三

年

十

月

十

五

日

。

こ

れ

ら

二

点

も

五

十

年

代

の

終

わ

り

ご

ろ

、

絶

版

に

な

っ

て

い

る

。

旺

文

社

文

庫

は

今

年

休

刊

に

な

っ

た

そ

う

だ

か

ら

、

復

刊

の

可

能

性

は

新

潮

文

庫

の

『

夫

婦

善

哉

』

よ

り

も

も

っ

と

小

さ

い

と

思

わ

れ

る

。織

田

作

之

助

の

作

品

は

、

今

、

書

店

に

行

っ

て

も

手

軽

に

手

に

入

れ

る

こ

と

は

で

き

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

て

い

る

の

で

あ

る

。

日

本

文

学

全

集

の

類

の

一

冊。

に

収

め

ら

れ

て

い

る

も

の

を

探

す

く

ら

い

し

か

な

い

し

か

し

、

昭

和

三

十

年

代

か

ら

四

十

年

代

の

は

じ。

め

く

ら

い

ま

で

は

そ

う

で

も

な

か

っ

た

よ

う

で

あ

る

前

述

の

旺

文

社

文

庫

は

ま

だ

出

版

さ

れ

て

い

な

か

っ

た

が

、

新

潮

文

庫

に

『

夫

婦

善

哉

』

の

他

に

一

点

、

角

川

文

庫

に

は

六

点

も

収

め

ら

れ

て

い

た

。

織

田

の

文

庫

本

の

最

盛

期

と

も

言

え

る

。

昭

和

四

十

年

代

の



6

前

半

く

ら

い

ま

で

版

を

重

ね

て

い

た

と

思

わ

れ

る

文

庫

本

を

先

に

紹

介

し

た

新

潮

文

庫

の

『

夫

婦

善

哉

』

を

除

い

て

、

次

に

紹

介

し

て

み

る

。

新

潮

文

庫

の

も

う

一

点

と

い

う

の

は

『

土

曜

夫

、

人

』

で

、

こ

れ

は

、

お

そ

ら

く

昭

和

四

十

三

四

年

ご

ろ

に

は

絶

版

に

な

っ

て

い

た

と

思

わ

れ

る

。

手

許

に

あ

る

新

潮

文

庫

で

、

昭

和

四

十

二

年

発

行

の

も

の

の

巻

末

の

文

庫

目

録

を

聞

い

て

み

る

と

、

そ

こ

に

は

確

か

に

織

田

作

之

助

著

『

土

曜

夫

人

』

の

項

目

が

存

在

す

る

が

、

昭

和

四

十

六

年

発

行

の

も

の

の

巻

末

文

庫

目

録

の

同

じ

場

所

に

は

、

も

は

や

そ

れ

は

見

当

た

ら

な

い

。

新

潮

文

庫

の

『

土

曜

夫

人

』

は

、

表

題

作

の

み

を

収

録

。

解

説

は

林

芙

美

子

。

初

版

発

行

は

昭

和

『

』

二

十

四

年

三

月

十

日

だ

か

ら

同

文

庫

の

夫

婦

善

哉

よ

り

も

早

い

の

で

あ

る

。

角

川

文

庫

の

方

は

新

潮

文

庫

よ

り

遅

れ

て

昭

和

二

十

九

年

か

ら

三

十

一

年

の

三

年

間

に

六

点

が

続

け

ざ

ま

に

発

行

さ

れ

た

が

、

お

そ

ら

く

新

潮

文

庫

の

『

土

曜

夫

人

』

よ

り

少

し

早

く

、

昭

和

四

十

年

代

の

初

め

に

す

べ

て

絶

版

に

な

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

発

行

年

月
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日

の

早

い

順

に

並

べ

て

み

る

。

ま

ず

昭

和

二

十

九

年

十

一

月

二

十

五

日

発

行

の

夫
『

婦

善

哉

他

一

篇

。

収

録

作

品

は

「

夫

婦

善

哉

「

ア

』

」

ド

・

バ

ル

ー

ン

。

解

説

は

杉

山

平

一

。

次

に

昭

和

」

三

十

年

八

月

十

日

に

、

東

宝

映

画

「

夫

婦

善

哉

」(

豊

田

四

郎

監

督)

の

公

開

と

足

並

み

を

揃

え

て

一

度

に

三

点

が

発

行

『

青

春

の

逆

説

』

は

旺

文

社

文

庫

の

と

。

こ

ろ

で

述

べ

た

よ

う

に

「

二

十

歳

「

青

春

の

逆

説

」

」

を

前

後

篇

と

し

た

表

題

作

を

収

録

。

解

説

は

杉

山

平

一

『

船

場

の

娘

他

三

篇

』

は

「

女

の

橋

「

船

場

の

。

」

娘

「

大

阪

の

女

「

俗

臭

」

を

収

録

。

解

説

は

青

山

」

」

光

二

『

わ

が

町

』

は

表

題

作

の

み

収

録

。

解

説

は

。

青

山

光

二

。

そ

の

後

、

昭

和

三

十

一

年

四

月

五

日

に

『

』

。

。

土

曜

大

人

が

発

行

さ

れ

た

表

題

作

の

み

収

録

解

説

は

富

士

正

晴

。

最

後

に

『

世

相

競

馬

』

が

昭

和

三

十

一

年

七

月

三

十

日

に

発

行

さ

れ

て

六

点

の

す

べ

。
「

」
「

」
「

」
「

」

て

が

出

揃

う

世

相

競

馬

蛍

六

白

金

星

「

放

浪

」

を

収

録

。

解

説

は

青

山

光

二

。

簡

単

に

手

に

入

り

親

し

み

や

す

い

書

籍

の

形

態

と

し

て

、

文

庫

本

と

と

も

に

新

書

版

が

あ

る

が

、

こ

ち
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ら

の

方

も

昭

和

三

十

年

代

に

、

現

代

社

か

ら

出

て

い

た

現

代

新

書

の

中

に

織

田

作

之

助

の

著

作

が

十

四

冊

に

及

ん

だ

こ

と

が

あ

る

。

さ

ら

に

そ

れ

ら

は

改

装

さ

れ

て

『

織

田

作

之

助

名

作

選

集

』

全

十

五

巻

と

し

て

刊

行

さ

れ

た

。

た

だ

し

、

第

十

四

巻

は

刊

行

さ

れ

て

い

な

い

。

そ

の

他

手

軽

な

単

行

本

と

し

て

、

昭

和

三

十

年

代

以

後

に

複

数

の

出

版

社

か

ら

数

冊

が

刊

行

さ

れ

た

が

、

こ

れ

ら

に

つ

い

て

は

い

つ

か

稿

を

改

め

て

詳

述

し

た

い

。

こ

れ

ら

の

新

書

や

単

行

本

が

現

在

版

を

重

ね

て

い

な

い

こ

と

は

も

は

や

記

す

ま

で

も

な

い

だ

ろ

う

。

さ

て

、

こ

こ

ま

で

書

い

た

の

は

、

今

か

ら

時

代

を

昭

和

三

、

四

十

年

ま

で

遡

っ

て

の

文

庫

本

を

中

心

と

し

た

出

版

状

況

で

あ

る

が

、

織

田

作

之

助

の

最

初

の

文

庫

本

に

つ

い

て

は

実

は

ま

だ

記

し

て

い

な

い

。

と

い

う

の

も

、

そ

れ

は

、

昭

和

三

十

年

代

に

は

お

そ

ら

く

す

で

に

絶

版

に

な

っ

て

い

て

、

あ

ま

り

一

般

的

に

読

ま

れ

て

は

い

な

い

だ

ろ

う

と

思

わ

れ

る

も

の

な

の

だ

。

大

谷

晃

一

氏

は

「

書

誌

織

田

作

之

助

」(

昭

和

五

『

』

十

四

年

二

月

八

日

大

阪

府

立

中

之

島

図

書

館

紀

要
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第

十

五

号

大

阪

府

立

中

之

島

図

書

館)

で

、

こ

の

文

庫

本

を

「

珍

本

に

属

す

る

」

と

注

解

し

て

お

ら

れ

る

。

織

田

は

小

説

を

発

表

す

る

以

前

、

三

高

生

時

代

か

ら

劇

作

家

を

志

し

て

い

た

。

そ

の

頃

の

作

品

で

、

彼

の

戯

曲

と

し

て

は

三

作

目

の

「

朝

」

が

昭

和

二

十

三

年

三

月

二

十

五

日

、

弘

文

堂

書

房

か

ら

ア

テ

ネ

文

庫

９

『

朝

』

と

し

て

発

行

さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る

。

収

録

作

品

は

表

題

作

の

み

。

こ

れ

に

は

「

編

輯

後

記

」

が

付

さ

れ

て

お

り

、

そ

こ

に

、

こ

の

、

い

わ

ば

習

作

と

呼

ん

で

も

よ

い

戯

曲

を

文

庫

化

し

た

意

図

が

記

さ

れ

て

い

る

。

織

田

作

之

助

の

作

品

を

読

む

上

に

お

い

て

非

常

に

重

要

で

あ

り

、

今

な

お

誰

も

解

決

を

与

え

て

い

な

い

問

題

提

起

が

な

さ

れ

て

い

て

、

興

味

深

い

の

で

次

に

そ

の

一

部

を

引

用

し

て

お

く

。

織

田

作

之

助

氏

は

一

般

に

は

小

説

家

と

し

て

だ

け

し

ら

れ

て

い

る

。

し

か

し

実

は

そ

れ

は

彼

の

一

面

で

し

か

な

い

。

他

面

に

お

い

て

彼

が

戯

曲

作

家

で

あ

っ

た

と

い

う

こ

と

は

世

間

に

は

殆

ん

ど

し

ら

れ

て

い

な

い

。

そ

の

こ

と

は

作

家

織

田

作

之

肋

を
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評

価

す

る

上

に

お

い

て

不

十

分

で

あ

る

ば

か

り

で

な

く

、

彼

の

小

説

そ

の

も

の

を

理

解

す

る

上

に

も

不

十

分

で

あ

る

と

思

わ

れ

る

「

私

の

小

説

は

、

。

す

く

な

く

と

も

ス

タ

イ

ル

は

、

戯

曲

勉

強

か

ら

逆

説

的

に

生

れ

た

も

の

で

あ

る

と

言

へ

る

だ

ろ

う

。

私

の

小

説

の

話

術

は

、

戯

曲

の

科

白

の

や

り

と

り

の

呼

吸

か

ら

来

て

ゐ

る

筈

だ

」

と

彼

自

身

語

っ

て

い

る

よ

う

に

、

小

説

家

に

な

る

前

に

彼

が

戯

曲

作

家

で

あ

っ

た

と

い

う

こ

と

は

、

い

ろ

い

ろ

の

意

味

で

彼

の

小

説

に

大

き

な

影

響

を

与

え

て

い

た

の

で

あ

る

。

（

中

略

）

本

文

庫

に

こ

れ

を

収

め

た

の

は

、

単

に

若

く

し

て

死

ん

だ

人

気

作

家

の

未

だ

世

に

知

ら

れ

ざ

る

処

女

作

と

い

う

よ

う

な

、

骨

董

的

な

興

味

か

ら

だ

け

で

は

な

い

。

こ

こ

に

現

れ

た

制

作

傾

向

は

、

後

年

彼

が

作

家

と

し

て

世

の

様

々

な

る

毀

誉

褒

貶

を

一

身

に

浴

び

な

が

ら

書

き

殴

っ

た

頃

の

多

く

の

作

品

と

は

、

可

成

り

傾

向

の

違

っ

た

も

の

で

あ

る

。

作

家

織

田

作

之

肋

を

理

解

す

る

た

め

に

は

、

是

非

と
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も

認

識

せ

ら

る

べ

き

一

面

で

あ

ろ

う

。

そ

の

い

ず

れ

が

本

当

か

と

い

う

よ

う

な

こ

と

も

そ

う

簡

単

に。

は

論

断

し

え

な

い

も

の

が

あ

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

織

田

氏

逝

き

て

既

に

二

年

、

単

な

る

好

悪

か

ら

出

た

毀

誉

褒

貶

の

ほ

か

に

、

そ

ろ

そ

ろ

客

観

性

を

も

っ

た

行

き

届

い

た

認

識

と

公

正

な

評

価

と

が

出

て

来

て

も

よ

い

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

織

田

作

之

助

没

後

四

十

二

年

の

今

日

で

さ

え

「

客

、

観

性

を

も

っ

た

行

き

届

い

た

認

識

と

公

正

な

評

価

」

な

ど

は

出

て

い

な

い

の

で

あ

り

「

朝

」

を

は

じ

め

、

習

作

戯

曲

を

視

野

に

入

れ

て

織

田

作

之

助

の

全

体

像

が

論

じ

ら

れ

た

こ

と

な

ど

い

ま

だ

か

つ

て

皆

無

に

近

い

「

朝

」

の

よ

う

な

作

品

が

織

田

の

文

庫

本

と

し

。

て

最

初

に

発

行

さ

れ

た

と

い

う

こ

と

は

、

そ

の

意

味

で

大

い

に

記

憶

さ

れ

る

べ

き

だ

と

思

う

。

、

、

、

し

か

し

ま

あ

以

上

に

書

い

た

よ

う

な

こ

と

は

織

田

作

之

助

の

作

品

に

少

し

で

も

興

味

を

持

っ

て

お

ら

れ

る

方

な

ら

ば

、

今

さ

ら

な

が

ら

の

こ

と

で

あ

ろ

う

。

第

一

、

も

し

織

田

の

著

作

に

関

す

る

詳

細

を

知
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ろ

う

と

思

え

ば

、

関

根

和

行

氏

が

、

昭

和

五

十

四

年

一

月

一

日

に

『

資

料

織

田

作

之

助

』

と

い

う

本

を

、

オ

リ

ジ

ン

出

版

セ

ン

タ

ー

か

ら

刊

行

し

て

お

り

、

そ

の

中

の

「

織

田

作

之

助

著

作

目

録

」

に

、

昭

和

五

十

三

年

ま

で

に

出

版

さ

れ

た

ほ

と

ん

ど

の

織

田

の

著

書

と

そ

の

関

連

事

項

が

、

文

庫

本

に

関

す

る

こ

と

も

含

め

て

、

網

羅

的

に

、

掲

げ

ら

れ

て

い

る

。

昭

和

六

十

三

年

の

現

在

で

も

、

こ

の

目

録

が

最

も

信

頼

で

き

る

織

田

作

之

肋

の

書

誌

で

あ

る

。(

前

述

の

大

谷

晃

一

氏

の

「

書

誌

織

田

作

之

助

」

も

関

根

氏

の

も

の

に

劣

ら

な

い

。

い

や

、

織

田

の

単

行

本

、

文

庫

本

に

つ

い

て

は

関

根

氏

の

も

の

よ

り

精

密

で

、

注

解

も

付

さ

れ

て

い

る

。

し

か

し

、

織

田

の

死

後

に

作

品

が

収

録

さ

れ

た

日

本

文

学

全

集

の

類

は

全

て

割

愛

さ

れ

て

い

る

。)

今

回

、

あ

え

て

織

田

作

之

助

の

文

庫

本

に

つ

い

て

今

さ

ら

な

が

ら

に

こ

だ

わ

っ

て

み

た

の

は

、

何

べ

ん

も

繰

り

返

し

書

い

た

よ

う

に

、

そ

の

す

べ

て

が

現

在

絶、

版

に

な

っ

て

い

る

と

い

う

現

実

を

よ

り

多

く

の

人

に

と

く

に

大

阪

で

文

学

に

関

わ

っ

て

い

る

人

々

に

再

認

識

し

て

も

ら

い

た

か

っ

た

か

ら

で

あ

る

。

そ

う

言

え
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ば

、

織

田

の

伝

記

的

資

料

と

し

て

興

味

深

い

、

青

山

光

二

氏

の

『

青

春

の

賭

け

小

説

織

田

作

之

助

』(

中

公

文

庫

昭

和

五

十

三

年

三

月

十

日)

も

、

文

庫

本

唯

一

の

書

き

下

ろ

し

の

織

田

の

評

伝

で

あ

る

稲

垣

真

美

氏

の

『

可

能

性

の

騎

手

織

田

作

之

助

』(

教

養

文

庫

昭

和

四

十

八

年

十

月

三

十

日

社

会

思

想

社)

も

、

近

頃

書

店

の

棚

に

は

見

か

け

な

く

な

っ

た

。

も

は

や

、

織

田

作

之

助

の

文

学

な

ど

は

、

世

間

一

般

へ

の

浸

透

度

の

点

か

ら

見

れ

ば

、

そ

の

価

値

は

無

に

等

し

い

の

で

あ

ろ

う

か

？

も

ち

ろ

ん

、

織

田

文

学

の

本

質

的

な

文

学

的

価

値

を

今

こ

こ

で

問

題

に

し

て

い

る

わ

け

で

は

な

い

。

あ

ら

か

じ

め

断

っ

て

お

い

た

が

、

そ

の

こ

と

は

誤

解

な

き

よ

う

願

い

た

い

。

し

か

し

、

文

庫

本

の

出

版

状

況

が

如

実

に

示

す

、

今

日

の

織

田

文

学

に

対

す

る

世

間

的

評

価

の

低

さ

と

、

文

学

的

な

意

味

に

お

い

て

の

織

田

の

作

品

の

今

日

に

お

け

る

評

価

の

さ

れ

か

た

と

の

間

に

、

相

関

関

係

が

全

く

な

い

と

も

言

い

切

れ

な

い

よ

う

な

気

が

す

る

の

で

あ

る

。

、

、

、

い

や

い

や

そ

ん

な

こ

と

は

な

い

と

い

う

声

は
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実

の

と

こ

ろ

、

殊

に

こ

の

大

阪

で

、

最

近

よ

く

耳

に

す

る

。

昭

和

五

十

九

年

か

ら

「

織

田

作

之

助

賞

」

な

る

も

の

が

、

大

阪

文

学

振

興

会

主

催

、

大

阪

府

大

阪

市

後

援

で

設

置

さ

れ

て

、

今

年

で

第

五

回

を

迎

え

て

い

る

し

、

新

聞

雑

誌

な

ど

で

織

田

作

之

助

の

名

前

が

と

り

上

げ

ら

れ

る

の

も

、

昭

和

五

十

年

代

よ

り

は

多

く

な

っ

て

い

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

昨

年

の

夏

に

は

、

「

」

国

立

文

楽

劇

場

で

三

十

一

年

ぶ

り

に

夫

婦

善

哉

が

石

濱

恒

夫

氏

に

よ

っ

て

浄

瑠

璃

化

さ

れ

て

、

文

楽

と

し

て

上

演

さ

れ

た

。

故

前

田

愛

氏

は

都

市

論

と

の

か

ら

み

で

、

近

代

文

学

研

究

に

お

い

て

軽

視

さ

れ

が

ち

な

観

の

あ

る

織

田

の

作

品

を

『

名

作

の

中

の

女

、

た

ち

』(

瀬

戸

内

寂

聴

と

の

対

談

。

昭

和

五

十

九

年

十

月

三

十

一

日

角

川

書

店)

や

『

幻

景

の

街

―

―

文

学

の

都

市

を

歩

く

―

―

』(

昭

和

六

十

一

年

十

一

月

十

日

小

学

館)

な

ど

の

著

作

の

中

で

さ

か

ん

に

と

り

上

げ

ら

れ

、

忘

れ

ら

れ

つ

つ

あ

る

織

田

作

之

助

の

文

学

に

激

励

の

エ

ー

ル

を

送

っ

て

お

ら

れ

る

よ

う

で

あ

っ

た

。

ま

た

、

藤

本

義

一

氏

は

昭

和

六

十

年

の

秋

か

ら

『

別

冊

婦

人

公

論

』

に

織

田

の

青

春

時

代

を

小

説

化

し

た
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「

わ

が

織

田

作

」

の

連

作

を

年

一

作

の

べ

ー

ス

で

書

、

。

い

て

お

ら

れ

現

在

す

で

に

三

作

発

表

さ

れ

て

い

る

そ

れ

ぞ

れ

『

蛍

の

宿

わ

が

織

田

作

』

(

昭

和

六

十

一

、

年

二

月

二

十

五

日)

『

蛍

の

宴

わ

が

織

田

作

２

（

昭

』

『

』

和

六

十

二

年

四

月

二

十

日)

蛍

の

街

わ

が

織

田

作

３

(

昭

和

六

十

三

年

三

月

二

十

日)

と

し

て

中

央

公

論

社

か

ら

単

行

本

化

さ

れ

て

い

る

。

今

年

の

『

オ

ー

ル

読

物

七

月

臨

時

増

刊

号

』(

七

月

五

日

文

芸

春

秋

社)

に

織

田

の

蛍

が

再

録

さ

れ

そ

れ

に

藤

本

氏

は

わ

「

」

、

「

」

、

が

織

田

作

と

題

し

た

短

文

を

寄

せ

ら

れ

て

い

る

が

そ

の

中

で

氏

は

「

五

十

代

に

入

っ

て

、

一

年

に

約

三

百

枚

の

割

合

で

『

わ

が

織

田

作

』

四

部

作

に

入

り

、

三

部

ま

で

が

完

成

し

た

。

妻

の

宮

田

一

枝

と

の

出

会

い

か

ら

彼

女

の

死

ま

で

を

描

こ

う

と

考

え

て

い

る

」
。

と

書

か

れ

て

い

る

。

小

説

「

わ

が

織

田

作

」

は

少

な

く

と

も

、

あ

と

一

作

は

書

き

継

が

れ

る

ら

し

い

。

織

田

作

之

助

の

文

学

は

、

世

間

的

な

人

気

の

面

に

お

い

て

、

も

は

や

ま

っ

た

く

凋

落

の

一

途

を

辿

っ

て

い

る

と

い

う

わ

け

で

も

な

い

ら

し

い

の

で

あ

る

。

い

や

、

近

年

、

ま

た

も

や

復

活

の

兆

し

を

見

せ

て

い

る
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事

実

す

ら

、

こ

の

よ

う

に

ち

ゃ

ん

と

存

在

す

る

の

で

あ

る

。

だ

が

、

一

方

で

、

織

田

の

文

庫

本

の

最

後

の

生

き

残

り

で

あ

っ

た

、

新

潮

文

庫

の

『

夫

婦

善

哉

』

が

つ

い

に

読

者

用

の

文

庫

解

説

目

録

か

ら

さ

え

外

さ

れ

て

し

ま

っ

た

の

も

ま

た

事

実

な

の

だ

。

こ

の

矛

盾

は

何

を

意

味

す

る

の

か

。

私

見

で

は

、

こ

れ

は

文

庫

本

出

版

の

狙

い

目

と

な

っ

て

い

る

読

者

層

の

問

題

で

あ

る

と

思

わ

れ

る

。

言

う

ま

で

も

な

く

昔

も

今

も

文

庫

本

の

主

な

読

者

は

青

少

年

層

で

あ

ろ

う

。

出

版

社

も

そ

れ

を

充

分

に

意

識

し

て

い

る

は

ず

で

あ

る

。

つ

ま

り

、

も

は

や

織

田

作

之

助

の

文

学

は

若

年

層

に

訴

え

か

け

る

イ

ン

パ

ク

ト。

を

失

っ

て

い

る

と

判

断

さ

れ

た

の

で

は

あ

る

ま

い

か

終

戦

直

後

の

あ

の

、

流

行

作

家

織

田

作

の

一

瞬

の

き

ら

め

き

を

知

っ

て

い

る

世

代

に

と

っ

て

、

織

田

は

忘

れ

が

た

い

、

大

阪

を

代

表

す

る

小

説

家

な

の

か

も

知

れ

な

い

が

、

た

と

え

大

阪

人

で

も

、

今

日

の

三

十

代

以

下

に

は

、

織

田

作

之

助

と

聞

い

て

そ

の

名

す

ら

知

ら

な

い

人

も

多

く

い

る

は

ず

で

あ

る

。

い

や

、

彼

ら

が

か

り

に

織

田

の

小

説

を

少

し

ば

か

り

読

ん

で

み

た
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と

し

て

も

、

マ

ス

コ

ミ

的

に

流

布

さ

れ

、

織

田

の

代

表

作

に

さ

れ

て

し

ま

っ

た

「

夫

婦

善

哉

」

が

彼

ら

の

心

を

は

た

し

て

捉

え

ら

れ

る

だ

ろ

う

か

？

「

青

春

の

逆

説

」

で

も

「

土

曜

夫

人

」

で

も

な

く

「

夫

婦

、

善

哉

」

の

織

田

作

之

助

が

、

で

あ

る

。

そ

し

て

、

そ

の

「

夫

婦

善

哉

」

す

ら

も

手

軽

に

は

読

め

な

く

な

り

、

織

田

作

之

助

の

文

庫

本

は

完

全

に

消

え

去

っ

た

。

織

田

作

之

助

は

、

ま

す

ま

す

忘

れ

去

ら

れ

て

い

く

で

あ

ろ

う

。

か

つ

て

多

く

の

流

行

作

家

が

そ

う

で

あ

っ

た

よ

う

に

。

い

く

ら

戦

中

派

や

所

謂

ア

プ

レ

ゲ

ー

ル

の

大

阪

人

た

ち

が

織

田

作

之

助

の

名

前

だ

け

を

看

板

に

祭

り

あ

げ

、

昔

日

の

栄

光

を

郷

愁

を

こ

め

て

取

り

戻

そ

う

と

試

み

て

も

、

も

う

こ

の

流

れ

は

止

め

ら

れ

な

い

の

で

は

あ

る

ま

い

か

？

し

か

し

、

そ

れ

で

は

た

し

て

よ

い

の

だ

ろ

う

か

？

あ

き

ら

め

が

つ

く

の

か

？

今

春

、

世

間

的

な

評

価

に

お

い

て

織

田

と

同

様

の

立

場

に

あ

っ

た

と

思

わ

れ

る

田

村

泰

次

郎

が

「

肉

、

体

の

門

」

の

東

映

映

画

化

に

よ

っ

て

、

わ

ず

か

に

顧

ら

れ

た

。

文

庫

本

に

お

い

て

は

、

絶

版

状

態

に

あ

っ
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た

角

川

文

庫

『

肉

体

の

門

』(

初

版

昭

和

三

十

一

年

九

月

三

十

日)

が

復

刊

し

、

お

そ

ら

く

そ

れ

に

近

い

状

態

で

あ

っ

た

と

思

わ

れ

る

新

潮

文

庫

『

肉

体

の

門

・

肉

体

の

悪

魔

』(
初

版

昭

和

二

十

三

年

九

月

十

五

日

）

が

ま

た

重

版

さ

れ

た

そ

の

上

ち

く

ま

文

庫

よ

り

肉

。

、

『

体

の

門

（

昭

和

六

十

三

年

二

月

二

十

三

日

）

が

田

』

村

の

評

論

な

ど

も

収

録

し

て

新

た

に

加

わ

っ

た

。

首

の

皮

一

枚

で

つ

な

が

っ

た

感

は

あ

る

が

、

と

も

か

く

田

村

の

文

学

は

世

間

的

な

意

味

あ

い

に

お

い

て

も

、

ま

だ

若

い

世

代

に

読

み

継

が

れ

て

い

く

素

地

が

残

さ

れ

た

わ

け

で

あ

る

。

さ

て

、

わ

が

織

田

作

之

助

は

い

か

が

な

も

の

で

あ

ろ

う

か

？

「

土

曜

夫

人

」

あ

た

り

ま

た

映

画

化

し

て

く

れ

る

わ

け

に

は

ま

い

ら

ぬ

だ

ろ

う

か

？

と

ふ

と

情

な

い

こ

と

を

考

え

て

し

ま

う

。

で

き

れ

ば

新

潮

文

庫

の

『

夫

婦

善

哉

』

だ

け

で

も

、

復

刊

を

お

願

い

し

た

い

も

の

で

あ

る

。

〈

付

記

〉

私

は

昭

和

三

十

三

年

生

ま

れ

、

こ

の

稿

執

筆

中

の

現
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在

、

満

二

十

九

歳

の

若

造

で

あ

る

。

織

田

作

之

助

は

私

、
「

」

の

生

ま

れ

る

十

一

年

前

に

没

し

て

お

り

夫

婦

善

哉

、

、

が

東

宝

で

映

画

化

さ

れ

織

田

人

気

が

再

燃

し

た

の

が

私

の

生

ま

れ

る

三

年

前

の

昭

和

三

十

年

で

あ

っ

た

。

昭

、
「

」

、

和

四

十

年

代

に

入

り

無
頼
派

再

評

価

と

と

も

に

『

大

阪

文

学

（

戦

中

に

輝

文

館

よ

り

発

行

さ

れ

た

織

』

田

や

小

野

十

三

郎

氏

ら

の

拠

っ

て

い

た

文

芸

同

人

誌

。

昭

和

十

六

年

十

二

月

～

昭

和

十

八

年

十

月

）

が

、

河

原

義

夫

氏

ら

大

阪

文

学

の

会

の

手

に

よ

っ

て

復

刊

さ

れ

て

「

織

田

作

之

助

研

究

」

の

副

題

が

付

さ

れ

た

り

（

昭

和

四

十

一

年

十

一

月

～

昭

和

四

十

四

年

四

月

、

講

談

社

）

か

ら

『

織

田

作

之

助

全

集

』

全

八

巻

（

昭

和

四

十

五

年

二

月

～

十

月

）

が

刊

行

さ

れ

た

り

し

た

頃

は

、

私

は

ま

だ

小

学

生

だ

っ

た

。

な

ぜ

か

こ

の

頃

に

、

新

潮

文

庫

の

『

土

曜

夫

人

』

と

角

川

文

庫

の

六

点

の

文

庫

本

が

絶

版

に

な

っ

て

い

る

の

だ

が

、

私

は

ま

だ

織

田

作

之

助

の

作

品

に

興

味

を

持

つ

年

齢

で

も

な

か

っ

た

し

、

そ

の

こ

ろ

愛

知

県

に

住

ん

で

い

た

こ

と

も

あ

っ

て

、

織

田

の

名

前

す

ら

聞

い

た

こ

と

も

な

か

っ

た

。

当

然

、

絶

版

に

な

る

前

に

そ

れ

ら

の

文

庫

本

を

慌

て

て

買

い

漁

る

よ

う

な

こ
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と

は

し

な

か

っ

た

。

私

が

織

田

の

作

品

を

初

め

て

読

ん

だ

の

は

、

遅

く

、

大

学

二

年

、

昭

和

五

十

四

年

の

こ

と

だ

。

新

潮

文

庫

の

『

夫

婦

善

哉

』

で

あ

っ

た

。

そ

れ

か

ら

旺

文

社

文

庫

の

二

冊

を

買

い

揃

え

た

。

翌

年

、

織

田

作

之

助

を

卒

業

論

文

の

対

象

と

決

め

手

か

ら

、

講

談

社

万

全

集

の

復

刻

に

新

し

い

作

品

を

付

け

加

え

た

、

文

泉

堂

版

の

「

定

本

織

田

作

之

助

全

集

（

昭

和

五

十

一

年

四

月

）

を

買

い

込

」

み

、

初

め

て

織

田

の

ほ

と

ん

ど

の

作

品

を

通

読

し

た

。

織

田

に

か

つ

て

多

く

の

文

庫

本

が

あ

っ

た

の

を

知

っ

た

の

は

そ

の

頃

で

あ

る

。

そ

れ

か

ら

、

図

書

館

や

古

本

屋

で

資

料

集

め

の

か

た

わ

ら

、

そ

れ

ら

絶

版

文

庫

本

を

探

し

た

。

し

か

し

、

実

の

と

こ

ろ

私

の

手

許

に

こ

の

文

章

で

触

れ

た

文

庫

本

の

す

べ

て

が

あ

る

わ

け

で

は

な

い

。

角

川

文

庫

の

『

世

相

・

競

馬

『

わ

が

町

』

の

二

冊

は

未

だ

に

原

物

に

巡

り

』

合

わ

な

い

。

こ

れ

ら

二

冊

に

つ

い

て

こ

こ

に

書

い

た

内

容

は

、

文

中

に

触

れ

た

関

根

和

行

氏

の

『

資

料

織

田

作

』

「

」

。

之
助

の

織

田

作

之

助

著

作

目

録

に

拠

っ

て

い

る

ま

た

、

原

物

に

当

た

っ

た

と

は

い

っ

て

も

、

文

庫

本

の
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初

版

に

巡

り

合

う

こ

と

も

至

難

の

業

で

あ

り

、

ほ

と

ん

ど

が

重

版

の

奥

付

の

記

載

な

ど

に

基

づ

い

て

い

る

。

次

に

私

が

原

物

に

当

た

る

こ

と

が

で

き

、

こ

の

文

章

を

書

く

の

に

基

づ

い

た

文

庫

本

に

つ

い

て

の

参

考

事

項

を

記

し

て

お

く

。

『
朝

（

ア

テ

ネ

文

庫

）

』

阪

急

学

園

池

田

文

庫

蔵

の

初

版

に

基

づ

い

た

。

『

土

曜

夫

人

（

新

潮

文

庫

）

』

昭

和

三

十

八

年

二

月

十

日

発

行

二

十

六

刷

に

基

づ

い

た

。

『

夫

婦

善

哉

（

新

潮

文

庫

）

』

初

版

は

大

阪

市

立

中

央

図

書

館

蔵

の

昭

和

三

十

一

年

二

月

二

十

八

日

発

行

七

刷

に

、

改

版

は

昭

和

五

十

二

年

五

月

三

十

日

発

行

三

十

二

刷

に

、

そ

れ

ぞ

れ

基

づ

い

た

。

『

夫

婦

善

哉

他

一

篇

（

角

川

文

庫

）

』

初

版

に

基

づ

い

た

。

『

青

春

の

逆

説

』(

角

川

文

庫)

昭

和

三

十

六

年

二

月

二

十

日

発

行

七

版

に

基

づ

い

た
。
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『

船

場

の

娘

他

三

篇

』(

角

川

文

庫)

昭

和

三

十

年

十

二

月

五

日

発

行

三

版

に

基

づ

い

た
。

『

土

曜

夫

人

』(

角

川

文

庫)

大

阪

市

立

中

央

図

書

館

蔵

の

昭

和

三

十

二

年

七

月

三

十

日

発

行

三

版

に

基

づ

い

た

。

『

青

春

の

逆

説

』(

旺

文

社

文

庫)

初

版

に

基

づ

い

た

。

『

猿

飛

佐

助

他

九

篇

』(

旺

文

社

文

庫)

初

版

に

基

づ

い

た

。

な

お

、

新

潮

文

庫

『

土

曜

夫

人

『

夫

婦

善

哉

』(

初

』

版)

の

解

説

は

、

河

原

義

夫

氏

編

著

の

『

織

田

作

之

助

』

、

研
究

(

昭

和

四

十

六

年

五

月

二

十

日

六

月

社

書

房)

に

旺

文

社

文

庫

の

『

青

春

の

逆

説

』

の

解

説

は

諸

田

和

治

氏

著

の

『

文

学

と

不

在

の

表

象

』(

昭

和

五

十

八

年

六

、

。

月

二

十

日

審

美

社)

に

そ

れ

ぞ

れ

再

録

さ

れ

て

い

る

こ

の

文

章

を

読

ま

れ

た

方

の

中

に

は

、

文

中

に

あ

げ

た

文

庫

本

の

す

べ

て

を

蔵

し

て

お

ら

れ

る

方

、

そ

の

あ

り

か

を

御

存

じ

の

方

も

多

く

い

ら

っ

し

ゃ

る

だ

ろ

う

。

文

中

の

事

実

関

係

の

誤

り

、

そ

の

他

何

か

と

御

教

示

願
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え

れ

ば

幸

い

で

あ

る

。

(
こ

の

稿

を

書

き

上

げ

た

後

に

藤

本

義

一

氏

の

「

わ

が

織

田

作

」

連

作

四

作

目

「

蛍

の

死

」

が

『

別

冊

婦

人

公

論

’

秋

号

』
(

昭

和

六

十

三

年

十

月

二

十

日)

に

掲

88

載

さ

れ

た

。

連

作

は

こ

れ

で

一

応

完

結

し

た

も

よ

う

で

あ

る

。

本

文

中

、

文

庫

本

の

解

説

の

著

者

名

は

敬

称

を

略

し

ま

し

た

。)

※

本

稿

は

誤

字

脱

字

の

訂

正

を

最

低

限

施

し

た

ほ

か

は

、

す

べ

て

発

表

時

の

ま

ま

で

す

。

小

生

が

こ

こ

に

指

摘

し

た

文

庫

本

は

現

在

そ

の

初

版

を

す

べ

て

確

認

し

て

お

り

、

本

稿

の

記

述

に

お

け

る

い

く

つ

か

の

事

実

と

の

齟

齬

（

ア

テ

ネ

文

庫

『

朝

』

は

重

版

が

存

在

す

る

、

等

）

も

あ

り

ま

す

が

、

そ

の

ま

ま

に

し

て

あ

り

ま

す

。

織

田

の

書

誌

に

触

れ

る

ま

た

の

機

会

に

改

め

て

訂

正

す

る

つ

も

り

で

す

。

◎

横

書

き

ペ

ー

ジ

へ

は

ブ

ラ

ウ

ザ

の

《

戻

る

》

を

ク

リ

ッ

ク

し

て

く

だ

さ

い

。



24


